
ヴィヌム・ワールド・オブ・シャンパーニュ 2018 年 12 ⽉（未⼊荷キュヴェ︓シレクサス・セザネンシス） 

まだあまり知られていないセザネ地区のこのシャンパーニュは、アーティスティックなラベルでそれ自身を大いに物語る。ナタリー・ヴィニエが
経営するこの革新的で小さな会社に特に影響を受けたシャンパーニュ。 
 
「J.Vignier は、名高いグラン・クリュとコート・デ・ブランの町、クラマンに拠点を置いています。このページでセザネのワインを紹介すること
は裏切りのようかもしれませんが、J.ヴィニエは創造性、インスピレーション、独創性、真正性の代名詞です。私たちは果実を可能な限
り純粋な形で瓶詰めすることに努めています。したがって、シレクサス・セザネンシスというセザネの単一の場所のシャンパーニュを造ること
にしました。私の父は、このブドウ園のシャンパーニュは素晴らしいが、クラマンとはかなり違うとすでに気付いていました。白亜（チョー
ク）質土壌を覆うシレックスの豊富な土地を考えると、不思議なことではありません。しかしそれは、自然の残されたのどかな場所自体
にも関係していると思っています。ブドウの木は丘の麓に植えられ、壮大な景色を眺めることができます。しかし、このシャンパーニュが好
きな理由はそれだけではありません。カメレオンのように一⼝飲むごとに変化し、進化していく。時にはあまり主張はせず、また新鮮な空
気に触れることを必要とします。また神秘的で奥深く、さらには懐っこく、幸せになり⼝づけするように。このシャンパーニュに魅了されるこ
とでしょう。 
私の家族は、1962 年に最初のブドウ樹をコトー・デュ・セザンネに植えました。祖⺟は、栽培が困難なシレックスが豊富なこれらの畑を
すでに継承していました。したがって、他の人と同様に、彼⼥はブドウ樹を植えることに決めました。しかし、自分自身のワインを造ること
でテロワールを価値あるものにしようと人はほとんど居ませんでした。セザネは⻑い間名の知られることのない場所でしたが、今それが変
わってきています。祖父は独⽴したワインの生産者で、その当時既に自分たちのワイナリーでセザネのワインを造っていました。私たちは
シャルドネのみでワインを造っていますが、シャルドネは 1000 の顔を持つ品種なのです。」 
 


